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軽量コンクリートを充填したサンドイッチ型複合床版の輪荷重走行試験 
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１．まえがき 近年，合成床版を用いた連続合成桁が注目されているが，著者らは，経済性，走行性，耐荷力に優

れた合成床版としてサンドイッチ型複合床版（以下，サンドイッチ床版）を提案し，疲労耐久性について実験検討

を行っている 1),2)．サンドイッチ床版の概要を図１に示す．今のところ，サンドイッチ床版の設計では床版厚をオ

ープンサンドイッチ型合成床版の最小コンクリート厚算定式
3)に準拠して決定しているが，サンドイッチ床版は上下２枚

の鋼板を有しているので，コンクリート厚を一般的な合成床

版と同じにすると，合成床版よりも重量が大きくなる．そこ

で著者らは，サンドイッチ床版の充填材に軽量コンクリート

を用いるとともに，従来よりも床版厚を低減することでサン

ドイッチ床版の軽量化を検討中である．本文では軽量化を図

ったサンドイッチ床版の疲労耐久性を輪荷重走行試験で確認

した結果を報告する． 

２．実験方法  

(1)供試体 供試体は，荷重条件をＢ活荷重

とする床版支間 3.0m の連続版として設計

した．ただし，床版厚については同じ条件

で設計したオープンサンドイッチ型合成床

版と曲げ剛性がほぼ等しくなるように設定

した．供試体の上下鋼板はいずれも 9mm

とした．供試体のコンクリート厚は 150mm

で床版全厚は 168mmである（図２）． 

 充填コンクリートは実施工と同一配合と

し，粗骨材に軽量骨材（メサライト）を用

いた高流動コンクリート 4)とした．コンク

リートの単位重量は 19.6kN/m3である．圧

縮強度は 50 N/mm2前後と比較的高強度で

ある（表１）． 

 また，供試体の橋軸方向中央には下鋼板

継手（パネル継手）を設けるとともに，上

鋼板とコンクリートとが剥離した状態を模

擬したセルを設け，これらの部位が弱点と

なるかどうかを確認した． 

(2)載荷方法 輪荷重走行試験は独立行政

 

又は H形鋼

 
図１ サンドイッチ床版 

 
 

 

図２ 供試体形状 

表１ コンクリートの材料試験結果（軽量高流動コンクリート） 

試 験 材 齢 
(日) 

圧縮強度 
f'c (N/mm2) 

ヤング係数 
Ec (N/mm2) ポアソン比 引張強度 

ft (N/mm2) 
走行試験開始時 32 49.2 2.26×104 0.205 3.30 
走行試験終了時 54 51.1 2.19×104 0.210 2.66 
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法人土木研究所の試験機で実施した．載荷パターンは階段状漸増載荷とし，輪荷重を 157kNから 392kNまで増大さ

せた． 

３．実験結果と考察 供試体中央のたわみの推移を図３に示す．図３には既往データとして，Ｈ８道示で設計され

たＲＣ床版の結果 5)，ならびに，床版厚 218mm・普通コンクリート充填で実施したサンドイッチ床版の結果 6)も示

す．今回実施した 168mm厚サンドイッチ床版は 52万回・396kNを未破壊で終了した．52万回走行時点での残留た

わみは 1.07mm, 載荷時たわみは 3.32mmであった． 

 供試体中央ラインのたわみ分布（157kNに換算した活荷重たわみ）の推移を図４に示す．比較のため，図４には

床版をシェル要素とした FEMの結果も示す．FEMでは継手の影響を確認するために，継手が無い場合（FEM-case1）

と継手部に回転ばねを挿入した場合（FEM-case2）を計算した．FEM-case2の継手回転ばねの剛性は，ボルト引張継

手おける継手板の弾性変形をもとに設定した．また，サンドイッチ床版の橋軸方向のせん断耐荷機構はトラス機構

が卓越するので，FEM-case2ではこの影響も考慮した．図５において，走行回数 36万回以前では実験値は FEM-case2

寄りの分布になっており，実験の比較的初期の段階から継手部の変形の影響があったものと考えられる．36万回を

超えると，換算活荷重たわみは FEM-case2よりも大きくなったが，これは，充填コンクリートにひび割れが進展し

たことによると考えられる．実験後に供試体を切断してスケッチした充填コンクリートのひびわれ状況を図５に示

す．供試体のほぼ全長に渡って充填コンクリートのひび割れが認められた．継手部では，継手板を起点とするひび

割れが認められたもののひび割れの開口は小さく，ずれの痕跡も認められなかった．さらに，実験中および実験後

に鋼板溶接部の目視点検と浸透探傷検査を実施したが，実験終了まで疲労き裂は生じていなかった． 

４．まとめ 版厚 168mmで軽量コンクリートを使用したサンドイッチ床版は 52万回・398kNまでの輪荷重走行試

験を未破壊で終了した．軽量コンクリートの適用や版厚低減が可能であることを確認した． 

謝辞 本実験の実施にあたり，試験機貸与を受けました独立行政法人土木研究所に謝意を表します． 
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図３ 供試体中央のたわみの推移 
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解析 
ｹｰｽ 

曲げ剛性 
横せん断剛性 
（橋軸直角方向） 

横せん断剛性 
(橋軸方向) 

継手 

case1 ｺﾝｸﾘｰﾄ板 無視 
case2 

鋼板+ｺﾝｸﾘｰﾄ 
(引張ｺﾝｸﾘｰﾄ無視，n=10) 

ｺﾝｸﾘｰﾄ板 
ﾄﾗｽ機構 考慮 

 
図４ 中央断面のたわみ分布（橋軸直角方向分布） 

 
図５ 供試体切断スケッチ（中央断面） 

← 走行方向 →
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